
◆平成28年度事業報告◆

〔第一号議案〕

平成28年度事業経過報告について

平成28年度は会長および理事の改選に伴い新体制での技師会活動になり、更に、長年勤務した事務員

が退職し、臨床検査技師のライセンスを持っている事務員を採用し会の運営に活躍していただいている。

宮臨技会員が1000名を越え、より会員の繋がりが持てるよう、会員の利益となるよう活動した。施設代

表者向け研修会を開催し、県内認定技師のアンケート調査報告や共用基準範囲の研修を行い意見交換会

も行った。新規入職者向けに接遇や採血に関してのベーシックセミナーも行った。昨年から行っている

新年賀詞交歓会を行い、宮城県の地域医療政策を学ぶ研修会をあわせて行った。

学術部門では精度管理部門との一体化を推進するため、各担当理事での情報共有を進めてきた。第48

回みやぎ医学検査学会を仙台市で開催し、276名の参加者があり、各部門からの発表など活発な意見交換

がなされた。また、各学術部門の研修会も数多く企画され、会員の学術的向上に繋がった。また、遺伝

子・染色体部門を新しい部門として立ちあげた。病理・細胞診部門、感染制御部門に於いては日臨技北

日本支部研修会を当県で開催し企画運営を行った。

精度管理事業は例年通り宮城県内の医療機関・検査機関へ試料を配布し調査を実施し報告会を行った。

公益事業は、新たに公益担当部門員を設け協力者を分散させるようにした。HIV検診、県内自治体や関

連団体主催の健康イベント等へ参加し、今年で第3回目となる「検査と健康展」を富谷市のショッピン

グモール内で開催し、一般市民の方々に臨床検査技師の業務を知っていただくと共に、自身の健康への

意識を高めていただく機会が提供できた。当日は肺機能検査、頚動脈エコー検査、認知症検査、ストレ

ス検査、臨床検査専門医による健康相談を行った。

【総務部】

1．総務・法規・組織

1）会務の執行体制は、7部門（学術部、精度管理部、広報部、総務部、会計部、公益事業推進部、事

務局）で行なった。

2）移行法人（公益目的支紺計画実施中の一般社団法人）として、公益目的支出計画実施報告書などの

定期提出書類の作成を行なった。

3）平成28年度は役員改選の年なので、登記の変更手続きを行なった。

2．各種表彰

1）青木賞

該当者なし

2）その他表彰

なし
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【事務局】

1．事務局運営について

1）第48回みやぎ医学検査学会を開催した。会員のご尽力のお陰で、大盛況のもと、幕を下ろすこと
が出来た。

2）ホームページ更新については各部門と連携を図り、常に迅速な更新、最新の情報を提供できるよ

う努めている。災害安否確認システムについても引き続き会員の登録を募集し、災害時の連絡以
外にも定期的な連絡ツールとしての活用を検討している。

2．平成28年度の各種開催会議

1）平成28年度定時総会平成28年5月29日（日）仙台市急患センター5F研修室

2）理事会8回

3）その他三役会議4回

3．生涯教育研修事業（資料1，2）

学術部開催研修会や各種共催研修会に多くの会員が参加し、スキルアップが図られた。宮城県臨床
検査技師会としての登録対象は97件であり、前年度登録の86件から増加した。研修会も35件（前年
度32件）と増加し、特に、生理分野は11行事、延べ600名と多くの会員が参加した。しかし、免疫
血清、公衆衛生、情報システムの行事登録がなく今後の課題である。一方、チーム医療関連の行事は
昨年催されなかったが､今年度は3行事登録されており、ニーズの高まりを感じた｡延べ登録者は1778
名と昨年度から460名増加しているが、会員数から比較するとまだまだ少ない状況にある。会員には

より多くの参加を望みたい。

【公益事業部】（資料3，4）

1．日臨技主催、宮臨技実施事業

検査と健康展

会員協力のもと第3回を迎えイオンモール富谷にて開催。昨年を超える164名のお客様が来場さ
れ盛会に終了した。また会員同士の意見、技術の交流を計ることもでき、有意義な会となった。

2．関連団体支援事業

l)HIV支援事業として参画している年2回、県内7保健所と塩釜保健所管内の岩沼支所そして青葉区
保健福祉センターでのIIIV迅速検査会への協力を行った。また、石巻保健所、気仙沼保健所で毎月
実施されるIIIV迅速検査会への協力も行った。

2）全国規模で実施されているピンクリボン運動に引き続き協力した。スマイルウオーク当日は勾当台
公園イベントプースにて「乳がんエコーを見てみよう」コーナーを企画、実施した。

3）自治体や関連団体主催の健康イベントに参加した。大崎市健康と福祉のつどい、栄養士会の栄養ま
つり、白石市健康福祉まつり、などでは、頚部エコー検査、指尖容積脈波、CAVIによる血管年齢、
呼吸機能検査による肺年齢の推定を行った。

4）「国民健康栄養調査｣における血液検体の取り扱いに関しては､今年度は石巻市からの依頼があり、

採血業務等を担当した。
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3．その他（公益事業部門発足）

各自治体で開催される公益事業への共催、あるいは協力依頼が年々増加傾向にあり、それに対する

円滑な対応をはかる為、公益事業部門を発足した。

現在部門員は、理事を含めた5名で各種イベントへ精力的に参加した。

【学術部】（公益目的支出計画事業）

1．第48回みやぎ医学検査学会

第48回みやぎ医学検査学会は､仙台市立病院の大森智子会員を学会長とし､平成28年7月2日(士)、

フオレスト仙台を会場に開催した。テーマを「積極人生臨床検査技師一歩前へ」とし、一般演題21

題、ランチョンセミナー1題、シンポジウム1題、特別講演1題がおこなわれた。参加者数会員

182名で非会員等を合わせると200名を超える参加者数だった。多くの参加者に恵まれ、盛況の

うちに無事終了した。

2．研修会・講習会等（資料5，6）

宮城県臨床検査技師会学術部は、会員の知識向上と検査技術のレベルアップを目的に研修会の企

画・運営を行ってきた。開催数は主催21件、共催14件であった。主催研修会への総参加者数はのべ

1118名。内訳は会員87.5%(978名)、非会員3.0%(34名)、学生0.3%(3名)、賛助会員9.2%(103

名）であった。開催場所は仙台市が19件、大崎市1件、大河原町1件と仙台市内の開催が多かった。

分野別にみると、生理部門5件、生物化学部門1件、病理部門2件、細胞部門2件、血液部門2件、

輸血部門1件、－一般部門2件、微生物部門1件、遺伝子・染色体部門0件、総合部門5件で、生涯教

育点数別には専門課程が16件、基礎課程が5件であった。研修会の内容別にみると、ほとんどが講演

形式だったが、ライブ形式も行われていた。また宮臨技精度管理調査結果を反映し、更なるアドバイ

スと補習を兼ねた研修会も行われた。他団体との共催研修会も例年同様実施した。今年度の研修会・

講習会の開催数と参加人数は昨年よりやや多く、来年度も会員のための研修会を多く開催したい。

【精度管理部】（公益目的支出計画事業）

1．精度管理事業

平成28年度実施業務の内容

以下の通り平成28年度の精度管理調査を実施した。

○実施日程

（1）申込み締め切り日平成28年7月14日（火)Webでのみ受付

（2）試料発送日平成28年10月11日（火）発送日翌日到着

（3）回答締め切り日平成28年10月23日（日）24時までWebでのみ受付

（4）解析結果閲覧開始日平成28年11月27日（日）

（5）全体報告書発行平成29年2月下旬、参加施設へ送付済

（6）精度管理報告会平成29年3月11日（土）14時～16時30分
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○調査項目

臨床化学:AST,AmLD,ALRYGTRCK,Na,K,Cl,Glu,TG,HDL-C,LDL-C,TC,CRE,UN,UA,

AMY;ChE,Ca,ALB,TRTBIL,IRFe,CRRHbA1cの27項目

血液:CBC(WBC,RBC,HGB,HCmPIﾉIMCVMCH,MCHCの8項目）および画像サーベイ

ー般：静止画像サーベイ（尿沈澄等）

微生物：感染症原因菌の同定、感受性試験、画像サーベイ

輪血:ABO式、RhD式血液型検査

生理：静止・動画画像サーベイ（心電図、心臓超音波、腹部超音波）

病理：未染色標本による染色サーベイ

細胞診：静止画像サーベイ

○参加施設

臨床化学121、血液123，尿一般99、微生物34、輸血72、生理92、

病理21，細胞診25、回収施設総数136．詳細は報告書を参照下さい。

2．データ標準化事業

臨床検査値は健康状態の把握や疾病の診断・治療に関する客観的指標であり、重要な医療情報であ
る。医療現場での患者はもとより医師をはじめとする医療従事者は､検査室から報告される検査値は、
常に正確で、しかも他の施設の検査値とも同等に比較できるものと考えられている。測定法の標準化、
正確性の確認を目的として、国内的にコンセンサスがとれた常用参照標準物質や実用標準物質などの
整備がすすめられてきた。日臨技は他団体と共同で「信頼される検査室」の指標として、「精度保証
認証施設」の認証をおこなっており、精度管理調査と標準化事業の両事業への2年以上の継続参加が
必須条件となっている。

是非、以上の主旨をご理解いただき宮臨技の標準化事業にご協力をお願いしたい。
内部精度管理データの報告（登録）は、日臨技Webに各施設が登録する方法に変更されているが、

宮城県のデータ登録数は減少している。入力締め切が12月31日であることから、内部精度管理デー
タ入力の先延ばしによる入力し忘れが原因の一端と考えられるが、手引書にも掲載してあるように宮
臨技精度管理設問の回蒋前に終えてもらいたい。

3．精度保甑施設認証

平成23年度から宮臨技精度管理調査の項目数は、糖度保証施設認証制度の基準を満たしたので、「一
般施設認証」を行うことが可能となった。

一昨年からは申請書類を直接日臨技に送るようになった。日臨技サーベイの「適」書はJAMTQCシ
ステムからダウンロード可能である。現在宮城県の認証施設はll施設であるが全国的にみると多いと
は言えない状況である。県内での申請可能な施設は58施設ある。今後は精度保証施設認証の意義を広
める活動にも力を入れていきたい。

○平成28年度審査日程は次のとおりだった。

日臨技申請受付期間平成28年10月3日（月）～11月30B(水）
精度保証認証委員会審査期間平成28年12月1日（木）～12月27日（火）
執行理事・理事会審議、承認平成29年1月上旬～2月上旬
承認通知、認証料請求書発送平成29年2月中旬～2月下旬

認証書発送平成29年3月下旬予定
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【広報部】

1．「ニュースみやぎ」

従来通り総会、理事会報告、研修会報告、公益事業報告など技師会活動等の情報提供を目的として
年2回の発行（92号、93号）の発行を行った。

2．ホームページ維持・更新

①「会誌」覧の肖ll除②「研修会のご案内」覧のレイアウト検討③「お問い合わせ」覧の検討

【会計部】

1．会員管理

平成29年3月末日現在の会員数は1042名、賛助会員は37社であった。
3月27日にH29年度会費985名分が日臨技より送金された。

2．会計処理

公益法人会計基準に則して処理を行った。主な会計方針については【財務諸表に対する注記lを
参照していただきたい。



宮城県臨床検査技師会主催・共催行事登録資料 1

宮城県臨床検査技師会後援行事登録資料 2
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微生物 5 100

免疫血清 0 0

血液 4 171

臨床化学 1 31

病理 3 81

細胞 2 50

生理 11 600

一般 1 31

公衆衛生 0 0

輸血 1 36

情報システム 0 0

遺伝子、染色体 1 44

管理運営 2 85

教育 1 21

チーム医療 3 80

学会 1 182

総会 1 38

公開講演 0 0

公益事業 59 121

その他 1 107

計 97 1778
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HIV迅速検査 2016/4～2017/3 34

平成28年度HIV検査普及週間 2016/6/2～6/7 7

平成28年度大崎市健康と福祉のつどい 2016/10/15．16 13

平成28年度ピンクの日街頭キャンペーン 2016/10/1．19 3

第8回白石市健康福祉まつり 2016/10/29 5

平成28年度ピンクリボンスマイルウオーク 2016/10/29 5

平成28年度まつりだ秋保 2016/10/30 2

2016年度「検査と健康展」 2016/11/12 34

H28年国民健康・栄養調査 2016/11/18 1

第13回「いい日いい汗栄養まつり」 2016/11/20 9

平成28年度『世界エイズデー」 2016/11/27～12/12 9
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行事名 I
■
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卜
■

開

開1

崔日／
二

農期間
開催場所

中
争
４
０

参加者

；数
協力施設

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

オープニングセレモニー

＆街頭キャンペーン

ピンクの日

街頭キャンペーン

スマイルウォーク

2016

2016/10/1

2016/10/19

2016/10/29

仙台市サンモールー番

町商店街・仙台駅西口

仙台市仙台駅西口

仙台市勾当台公園

1

2

5

仙塩総合病院

光ヶ丘スペルマン病院

仙塩総合病院

JCHO仙台病院

東北医科薬科大学病院

東北労災病院

仙塩縫合病院

大崎市

健康と福祉のつどい
2016/10/15 古川保健福祉プラザ 14

大崎市民病院

東北大学病院

第8回

白石市健康福祉まつり
2016/10/29

白石市

ホワイトキューブ
5

狸』〃八U』四…ロ7門Iりし

総合南東北病院

真壁病院

平成28年度

｢まつりだ秋保2016」
2016/10/30

仙台市

秋保総合支所前広場
2

JCHO仙台病院

仙塩総合病院

平成28年度

全国「検査と健康展」
2016/11/12 イオンモール富谷 34

東北大学病院

JCHO仙台病院

大崎市民病院

仙台市立病院

仙台厚生病院

坂総合クリニック

石巻赤十字病院

真壁病院

東北医科薬科大学病院

東北労災病院

総合南東北病院

仙台オープン病院

仙塩総合病院

第13回

｢いい日いい汗栄養まつり」
2016/11/20 仙台市情報産業プラザ 9

仙台市立病院

仙台赤十字病院

東北大学病院

真壁病院

東北医科薬科大学病院

東北労災病院

平成28年国民健康栄養調査 2016/11/18 石巻渡波地区集会所 1 石巻赤十字病院
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行事名
開催日／

開催期間
開催場所 参加者数；
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１
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１

’
協力施設

HIV青葉区役所迅速検査会 2016/6/4
青葉区

保健福祉センター
1 石巻赤十字病院

HIV検査普及週間

2016/6/2

2015/6/4

2016/6/5

2016/6/6

2016/6/7

2016/6/7

気仙沼保健所

塩釜保健所岩沼支所

塩釜保健所黒川支所

大崎保健所

栗原保健所

石巻保健所

1

1

1

1

1

1

気仙沼市立病院

JCHO仙台病院

東北大学病院

大崎市民病院

栗原市立栗原中央病院

真壁病院

HIV青葉区役所迅速検査会 2016/12/3
青葉区

保健福祉センター
1 東北大学病院

平成28年度

｢世界エイズデー」

におけるHIV検査

2016/11/27

2016/12/3

2016/12/6

2016/12/6

2015/12/6

2016/12/6

2016/12/12

塩釜保健所

塩釜保健所岩沼支所

石巻保健所

気仙沼保健所

仙南保健所

栗原保健所

大崎保健所

1

1

1

1

1

1

1

東北大学病院

仙台赤十字病院

真壁病院

気仙沼市立病院

公立刈田総合病院

栗原市立栗原中央病院

東北大学病院

石巻保健所HIV迅速検査

(月2回）

2016/4

～2017/3
石巻保健所 各1名

真壁病院

東北大学病院

気仙沼保健所迅速検査

(月1回）

2016/4

～2017/3
気仙沼保健所 各1名

６
口
●

■
。
●
ｐ
○

気仙沼市立病院

東北大学病院



資料5．共催研修会

開催日時 行事名

2016/5/28 第6回日本検査血液学会東北支部学術集会

2016/7/3 宮城超音波倶楽部～講演と実技で学ぶ研修会～

2016/7/23 第8回東北頚動脈研究会

2016/9/30 第6回宮城医療安全研究会

2016/10/8 もりのみやこ遺伝子検査勉強会

2016/11/12 第22回東北院内感染対策研究会

2016/11/19 第2回宮城臨床血液セミナー

2016/12/3 第6回東北病理技術研修会東北病理技術研修会

2016/12/10 第11回神経脈管エコー検査セミナー第49回仙台頚動脈エコー勉強会

2016/12/17 ｢生理検査を動脈硬化診療に活かそう！」

2016/12/18 宮城超音波倶楽部

2017/1/28 第16回東北臨床感染症研究会

2017/2/18 第4回宮城臨床血管情報研究会・第3回東北CVT連絡会

2017/2/18 第22回東北感染症研究会

資料6．学術部主催研修会

平成28年度宮城県臨床検査技師会主催研修会一覧

開催日時 行事名 開催場所

2016/4/24
平成27年度細胞部門精度管理

フォローアップ研修会
東北大学病院病理討論室

2016/5/7
平成27年度宮臨技病理部門精度管理

フォローアップ研修会

宮城県立こども病院

愛子ホール

2016/5/14
生理部門研修会

｢あぶない心電図を見極めよう！」

東北大学医学部

星陵会館百周年記念ホール

2016/6/25 血液検査のベーシックを固めよう
東北大学医学部

保健学科大講義室

2016/7/23 一般検査部門研修会「白血球を診る」
東北大学医学部

保健学科第一講義室

東北大学医学部
2016/8/6 ホルダーを診極めよう！

星陵会館百周年記念ホール

2016/9/10 検査説明・相談ができる技師育成講習会
東北大学医学部

保健学科第1講義室

2016/9/24 平成28年度第1回微生物部門研修会
東北大学医学部

保健学科1階大講義室

-10-

会員参掴数
一ニー，γ弓．．．‐．、三．鷺

85

61

33

12

45

8

25

70

44

26

36

20

74

29

会員参佃数

18

29

150

57

32

98

36

28



2016/10/30 症例とライブで学ぶ呼吸機能検査
東北大学医学部

1号館第2講義室
85

2016/11/5 臨床検査総合部門研修会
パレットおおさき

視聴覚室
34

2016/11/12 ｢不規則抗体の考え方」
TKP仙台カンファレンス

センター3B
38

2016/11/23 肝線維化を診る～SWEの有用性～
みやぎ県南中核病院

2階講堂
31

2016/11/26 施設代表者対象研修会
仙台市急患センター

2Fホール
57

2016/12/10 第1回宮臨技ベーシックセミナー
仙台市急患センター

2階ホール
21

2016/12/17
血液検査のモヤモヤを解消

～ベーシックを活かそう！～

東北大学医学部

臨床中講堂
63

2017/1/14
生物化学分析部門研修会

｢HBV再活性化へのグロバールビジョン」

東北大学医学部

1号館2階大会議室
31

2017/1/21 宮城県臨床検査技師会講演会 ホテル法華クラブ仙台 29

2017/1/21 迅速病理組織診断標本作製の実際を学ぼう
宮城県立こども病院

愛子ホール
33

2017/1/28
平成28年度第2回微生物部門研修会

～バリデーションと精度管理～

東北大学医学部

保健学科1階大講義室
18

2017/2/25 神経生理検査の診かた。録りかた。考えかた
東北大学病院歯科セミナー

室(外来c棟地下I階）
56

2017/3/4 病理細胞診・一般検査合同研修会
東北医科薬科大学病院

大会議室
34

-11-



〔第二号議案〕
正味財産増減計算書(総括表）

-12-

勘定科目 本年度決算 前年度決算 増減

I.一般正味財産増減の部
1．経常増減の部
(1)経常収益

受取会費

正会員入会金収入

正会員会費収入
賛助会員会費収入

事業収益

研修会事業収入

学会事業収入

広告収入

受取補助金等

精度管理助成金収入

教育研修事業助成金収入
公益事業助成金収入

雑収入

受取利‘息収入

雑収入

寄付金収入

寄付金収入

経常収益計

6，036，000

26，000

5，270，000

740，000

1,716,224

977，224

429，000

310,000

1，507，000

200，000

807，000

500，000

54，484

4,160

50，324

9,313,708

5，935，852

36，500

5，200，000

699，352

1，268，000

605，000

333，000

330，000

1,397,150

240，000

631,500

525，650

102,390

7，030

95，360

319,805

319,805

9,023,197

100,148

a10,500

70,000

40，648

448，224

372，224

96，000

△20，000

109,850

440,000

175,500

△25，650

△47，906

△2，870

△45，036

a319,805

A319,805

290,511

(2)経常費用

事業費・管理費

会議費

旅費交通費

通信運搬費

筆耕印刷費

諸謝金

賃借料

雑費

給料手当

法定福利費

光水熱費

消耗品費

消耗什器備品

ﾘーｽ料

保険料．

材料費

交際費
経常費用計

10,438,982

484，077

984，040

1,582,071

1,436,802

855，204

1,479,214

4,160

1,103,590

14,355

57，710

136,305

6，207

1,200,713

15,000

1,039,254

40，280

10,438,982

8,314,153

249，957

793，320

1，433，957

1,085,256

557，004

1，344，918

2，866

1,223,837

11,409

65,199

68，694

173，560

840，460

435,716

28，000

8,314,153

2,124,829

234,120

190，720

148,114

351,546

298，200

134，296

1,294

△120，247

2，946

△7，489

67,611

4167,353

360，253

15,000

603，538

12,280

2,124,829

評価損益等調整前当期経常増減額 41,125,274 709．044 41,834,318

評価損益等計

当脚 経常増減額 41,125,274 709，044 41,834,318

2．経常外増減の部

(1)経常外収益

(2)経常外費用

当期一般正味財産増減額

-一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

△1

21

19

ダ
ダ
分

125

037

911

,

》

274

020

746

709，044

327，976

037，020

ア

ョ

20

21

41,834,318

709，044

41,125,274

11.基金増減の部

当期基金増減額

基金期首残高

基金期末残高

Ⅲ、正味陸･産勇 末残高 19,911．746 21，037．020 △1．125,274



正味財産増減計算書(内訳表）

－13－

勘定科目 (公益)本年度 (公益)前年度 増減 (法人)本年度 (法人)前年度 増減

I.一般正味財産増減の部

1．経常増減の部
(1)経常収益

受取会費
正会員入会金収入
正会員会費収入

賛助会員会費収入
事業収益

研修会事業収入

学会事業収入

広告収入

受取補助金等

精度管理助成金収入
教育研修事業助成金収入

公益事業助成金収入
雑収入

受取利息収入
雑収入

寄付金収入

寄付金収入
繰常収苓計

1，406，224

977，224

429，000

1，007，000

200，000

807，000

24，630

6

24，624

2，437，854

938，000

605,000

333,000

871，500

240,000

631,500

1,809,50C

3-今

468，224

372，224

96，()00

135,500

△40，000

175，500

24，630

6

24，624

628，354

6,036,000

26,000

5，270，000

740，000

310,000

310，000

500，000

500，000

29，854

4，154

25，700

6，875，854

5,935,852

36，500

5，200，000

699，352

330，000

330,0()0

525，650

525,650

102．390

7,030

95，360

319，805

319，805

7，213．697

100,14.8

410,500

70,()00

40，648

△20,()00

△20，000

△25，650

425,650

△72，536

△2，876

△69，660

△319，805

△319，805

△337，843

(2)経常費用
事業費・管理費

会議費

旅費交通費

通信運搬費

筆耕印刷費

諸謝金

賃借料

雑費

給料手当

法定福利費

光水熱費

消耗品費

消耗什器備品

ﾘーｽ料

保険料

材料費

交際費
経常雷用計

6，094，421

270，269

577，200

1，026，261

538，095

768，635

964，894

4，160

495,915

7,177

28，855

82,671

2，887

600，356

706,906

20,140

6,094,421

4，646，983

107,357

470，580

834，752

377，675

476,004

797，424

2，758

611,919

．5，704

33，276

40，279

131,170

420，230

323，855

14,000

4．，646，983

1，447，438

162，912

106,620

191,509

160,420

292,631

167，470

1，402

4116,004

1,473

A4,421

42，392

C128,283

180，126

383,051

6，140

l)447,438

4,344,561

213,808

406，840

555,810

898，707

86，569

514，320

0

607，675

7,173

28，855

53，634

3，320

600，357

15，000

332，348

20，140

4，344，56（

3,667,170

142,600

322，740

599，205

707,581.

81，0()0

547，494

1()8

611,918

5，705

31,923

28，415

42，390

420，230

111,861

14,000

3，667，170

677,391

71，208

84,100

△43，395

191,126

5，569

433,174

4108

△4，243

1,473

△3，068

25，219

A39,070

180，127

15,00()

220，487

6,140

677,391

評価損益等調整前当期経常増減額

評価損益等計

当期経常増減額

△3,656,567

△3,656,567

△2，837，483

△2，837，483

4819,084

4819,084

2，531

2．531

293

293

７
７
２
２
５
５

Ｆ

０

６
６
４
４

－
ｂ
一
・
○

７

３

３
３

△1

△I，

015,234

015,234

2．経常外増減の部

(1)経常外収益
(2)経常外善用

当期一般正味財産増減額 △3，656，567 △2，837，483 △819，084 △668．801 3，546，527 .1,015,23･4

-一般正味財産期首残高 12，859，676 15．697,159 △2，837，483 8｡177．344 4，630，817 3．546．527

-一般砺味財産期末残高 9，203，109 12,859,676 △3，656，567 10.708.637 8，177，344 2，531．293

Ⅲ､基金増減の部

当期基金増減額
基金期首残衞
墓令期末残寓

Ⅳ.正味財産期ラ ﾐ残高 9,203,109 12,859,676 △3,656,567 10,708,637 8，177，344 2．531．293



貸借対照表
平成29年3ﾉ1311ﾖ現在

/虫公f千.器鎧、 （単位:1'1)

胃

吟

〃,、ｼ七日戯,考卜側．蝋I坐幽窯童輩1 (lii位:円）

科目 当年度末 前年度末 増減 科目 当年度米 前年度末 増減

【、資産の部 u.負債の部

1．流動資産 15｡607,604 16,737,595 A1.129,991 1．流動負債 5.674,400 5,675,736 41,336

現金 21，149 19,551 1,598 未払金 327,310 416，335 △89，025

預金 15,586,455 16.718,044 a1,131,589 預り台
D

b
19,090 3,401 15,689

2問康畜 産 9,978,542 9,975.161 3,381 前受3堤
Ｚ 5.328,000 5,256,000 72，000

(1)基本財産 9．968．750 9.965.369 3,381 負債合曾． 5,674,400 5,675,736 a1,336

投瞥有価証券(基本 9,968,750 9.965.369 3,381Ⅲ．正味財産の部

(3)その仙間宗盗燕 9,792 9.792 1．基金

器具及び備品 2 2 茶今

雷話加入権 9．790 9.790 ワ塩壼亦峅ﾛｵ産

指定脹味財産

3．一般正味財産 19，911，746 21．037，020 41,125,274

(1)代替茎令

代替某令

(2)その他一般正味財産 19，911,746 21,037,020 41,125,274

その他･…一般正味財産 19,911,746 21,037,020 A1,125,274

1･F味財産合計 19,911,746 21，037．020 △1.125､274

沓産合計 25,586,146 26,712,756 △1,126,610 負債及びI砂
一
一
、 吋産合計 25,586,146 26,712,756 41,126,610

口
。
ｊ
４
Ｐ 斗目 当年度未 前年度末 増減 科目 当年度ラ ＝

、 前年度末 増減

I・資産の部 n．負債の部

1－滞動盗産 3，272，947 2,915.790 357，157 1．流動負債 16,810 3,086 13，724

現今 21,149 15,063 6,086 未払今 1.626 41,626

箔余 3,251,798 2,900,727 351,071 箔 り 今 16,810 1.460 15,350

'1舌|宗瞥産 5.946,972 9.946.972 △4，000‘OOO 負債合計 16．810 3,086 13，724

(1)基本財産 5,946,970 9,946,970 △4,000,000111.正味財産の部

授澄有価証券(基本 5.946,970 9,946,970 44,000.000 1．基金

(3)その他固崖衡産 2 2 某令

S巳目乃 7 K 椎 具 2 2 2.指定I味財産

指定、 味財産

3．一般Ⅱ 味財産 9，203，109 12.859．676 △3,656,567

(1)代捌 F某余
4い鐸． §金

(2)その杣.一般正味財産 9.203,109 12,859,676 △3,656,567

その他一般正味財産 9,203,109 12．859，676 △3，656，567

正味財産合計 9,203,109 12．859.676 △3．656．567

資産合計 9.219,919 12.862｡762 △3,642.843 負債及び正味財産合計 9.219,919 12.862,762 △3,642,843



貸借対照表
(法人今言|･）（噸位:円）

ｰ

○1

■
■
ｊ
〃 斗雁 当年度ぅ

一

一

、 前年摩ラ
一

ター

、 増減
軒
凸
ｊ
ｒ 斗目 当年度米 前年度ラ

一

一

、 増減

1.資産の部 Ⅱ、食 借の部

l.流動攪産 12，334，657 13,821,805 △1．487，148 1．$§動負債 5，657，590 5，672，650 415,060

現金 4.488 △4,488
ニ
ノ 忌払金 327，310 414.709 △87．399

預金 12,334,657 13,817,317 41,482,660 預り金 2，280 1,941 339

2.眉 市沓産 4.031,570 28.189 4,003,381 前受金 5,328,000 5，256，000 72，000

(1)基本財産 4,021,780 18,399 4,003,381 負債合計 5,657,590 5，672，650 415,060

投蜜有価証券(基本 4.021.780 18.399 4，003，381Ⅲ、正味財産の部

(3)その他固定資産 9,790 9,790 1.基今

露語 加 入 ，鞭 9，790 9，790 基金

2.指定正味財産

指定正味財産

3.一般正味財産 10,708,637 8,177,344 2,531,293

(1)代替基令

代替薙今

(2)その他…一般正味財産 10,708,637 8,177,344 2｡531,293

その他一般正味財産 10．708，637 8,177,344 2，531,293

正味財産合計 10,708．637 8.177,344 2．531，293

資産合計 16,366,227 13,849,994 2.516,233 負債及び正味財産合冒 16.366.227 13,849,994 2，516,233
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貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金額

(流動資産）

金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
命
金
金

現
預
預
預
預
預
預
預
預
預
預
預
領
預

会計預り金

七十七銀行001

七十七銀行002

七十七銀行003

七-'一七銀行004

七十七銀行005

七十七銀行006

七十七銀行()07

七十七銀行008

七十七銀行015

ゆうちよ銀行

定額定期貯金1

定額定期貯金2

振替口座

21,149

455，914

27，366

21,000

0

494，380

354,219

1

24，624

288，758

499,187

000，000

011,897

409,109

〃
７
Ｊ
ｐ

７
２
２
２

流動資産合計 15，6077
604

(固定資産）

基本財産

その他固定資産

投資有価証券（麸本）

器具及び備品

電話加入権

公社債投信 9,968 750

2

9，790

固定資産合計 9，978，542

資産合計 25,586,146

(流動負債）

未払金

預り金

前受金

前受金

前受金

前受金

H29年度正会員会費

H29年度正会員入会金

1-129年度賛助会員会費

会誌広告費

事務員3月分給与等

源泉税他

327,310

19,090

4,925,000

3,000

400,000

0

流動負債合計 5，674，400

負債合計 5,674,400

正味財膿 19,911,746



【財務諸表に対する注記】

〈重要な会計方針〉

①投資有価証券は取得原価で処理している。

＊経常費用について

②給与手当費（3月支払までの99万1830円分)、法定福利費､光水熱費、リース料､消耗品費（法
人会計から支出している事務所維持費10万7268円分)、消耗機器備品費、交際費については、

従事割合（法人会計、公益目的支出（継続事業）各50％）で配賦した。

③通信運搬費、（電話料金、ｲﾝﾀー ﾈｯﾄ使用料、定期便発送代等）については、従事害'|合（法人会計、
公益目的支出（継続事業）各50％）で配賦した。

④封筒等の印刷については、従事割合（法人会計、公益目的支出（継続事業）各50％）で配賦し
た。

⑤賃借料については、事務所賃借料を従事割合（法人会計、公益目的支出（継続事業）各50％）
で配賦した。

⑥諸謝金については、税理士諸謝金を従事割合（法人会計、公益目的支出（継続事業）各50％）
で配賦した。

⑦経常費用のうち、会議費、旅費交通費、材料費については、各経費の使途から判断し、法人会⑦

計、公益目的支出（継続事業）に区分し、直接配布した。

＊貸借対照表について

⑧貸借対照表の投資有価証券（公社債投信）の当期増減額3，381円は利息である。
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